
　本日は10月10日です。ちょうど55年前の1964年10月10日は東京オリン
ピックの開会式が行われた日でした。ちょうどその日に生まれた方がメン
バーにいて、小倉克徳さんです。そのよしみで、今回の東京オリンピックの
聖火ランナーに申し込んであるとのことで、選ばれるのは狭き門ですが、
もし選ばれた場合はクラブとしてもこぞって応援をしたいと思います。他
にも聖火ランナーに申し込んだ方はいらっしゃいましたら、同様に応援しま
しょう。
　さて、本日の卓話はSDGｓの話ということで、私自身、この言葉を増井エ
レクトから言われるまで知らなかったのですが、2015年9月の国連サミット
で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された
もので、2016年から2030年までの国際目標のことなのですが、国際社会
が抱える様々な課題を解決するための国際的な取り組みのことです。内
容については、卓話でお話を聞くわけですが、さらに本日は、この卓話だけでなくSDGｓのセミナーを卓話の後、13時
50分からメディア・セブンで開催しますので、ぜひご参加の程お願いします。我々がこれからどこに向かって生きてい
くのかという指針が得られるのではないかと思います。
SDGｓの基本的コンセプトは持続可能性ですが、それに続く大事な概念があります。それは多様性と包摂性ということ
です。ロータリーもこの持続可能性と多様性という言葉を最近よく使うようになりましたが、この間の国会の首相の所
信表明演説で初めて多様性という言葉が使われたということですが、女性活躍とか外国人労働者の受け入れなどを
考えると政府もこの多様性という概念に正面から向き合うことになるでしょう。多様性という言葉は包摂性という言葉
とセットになって重要です。多様なものをどのようにまとめていくか、包摂するかです。いま、ラグビーワールドカップの
日本チームの面々も、最初はかなり、違和感を感じるほど多様な人たちでした。強く勝ち進み、見慣れてくると、かなり
肯定的な受け止め方になるわけですが、そして一人一人応援したくなってくるわけで、考えてみると、スポーツの選手
で活躍している人々には、混血の人たちも多く、多種多様です。テニスの大坂なおみ、バスケットの八村塁、短距離のサ
ニブラウンなど特別な才能の人たちはもともと特別な存在ですが、特別でない多種多様な職業の人たちあるいは職
業を持たない人たちも含めて、いま日本で多種多様に生活しています。その人たちをどう我々の社会の中の存在とし
て、包摂してゆくか。これは日本だけでなく世界の中でその多様性を包摂できるかということでしょう。私たちの目線
が、変わらなくてはいけないと思います。今更そのようなことを言うなというほど、私の目線は古いのかもしれません、
われわれはまだまだ多様性のある社会を受け入れる意識でないのかもしれません。よほど自戒しなければなりませ
ん。

●ランニング同好会

10月6日10：00～12：00の間、川口駅周辺の清掃活動をしました。

派遣学生の斉藤美幸さんから月例報告が届きました。
１）健康状態：
最近はオーストリアも冷え込み始めて、朝は冬用のジャケットを着て登校してます。時々、白い息が出る程冷え込みます。体の調子は極めて良好
で、風邪一つ引かず元気に過ごしています。今月の頭から学校が始まり、朝が本当に早くて驚いています。私の家から学校まで少し距離があり、
朝は5:00に起き6:15のバスに乗らなくては学校に間に合いません。なので、夜は10:00に寝ています。これぞ早寝早起きです。学校が朝早く始ま
る分、終わるのも日本の高校に比べて早いので午後を自分の時間に使えて嬉しいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２）通学・勉学状況：
上記に記載した通り、今月から学校が始まりました。日本にいた頃からバス通学はTHE外国の高校生みたいで私の憧れでした。今その夢が実
現していて、朝が早いことなんてどうでも良いと思える程嬉しいです。私の学校は普通の高校ではなく、１０～１８歳までの子供が同じ学校で勉
学に励んでいます。もちろん学年は別で８学年まであります。私は７学年です。ホストシスター二人と同じ学校なのですが、初登校の日は本当に
緊張しました。自分のクラスに入るまで勇気と時間が必要で、冷や汗が止まりませんでした。私のクラスは英語クラスで、いくつかの授業がすべ
て英語での授業です。オーストリアにいながら物理を英語で学んだり、オーストリアの歴史を英語で学ぶのは新鮮で楽しかったです。クラス全
員が英語で自分の意見を持ちそれを発言し、講義しているのを見て英語教育がとても進んでいるように感じられました。自分もこれくらいレベ
ルの高い人間になりたいと良い刺激をもらえました。また私自身のドイツ語力は先月よりも確実に伸びています。初めてお会いした先生方にド
イツ語で質問されても、なんとなく意味が理解でき、ドイツ語で返すことができる程度ですが毎日成長が感じられ嬉しいです。　
３）家庭生活：
家庭生活は特に変わりはなく、良好です。10月からホストブラザーのジェイコブがハンブルクの大学に行ってしまいます。また長女のエミリーも
来月から獣医師という将来の夢を叶える為大学近くのアパートに引っ越してしまいます。七人家族から五人家族になるので私はきっと彼らが去
った後、恋しく思うでしょう。エミリーは私のドイツ語の先生です。私にたくさんのドイツ語を教えてくれ、また毎日宿題を出してくれます。来月か
らそれがなくなるのは悲しいです。また、この間一年に一度グラーツで行われるお祭りにホストファミリーと参加して来ました。そのお祭りは皆
がオーストリアの伝統衣装を身にまとい歌って踊るものでした。初めて見るその光景がとても新鮮でした。オーストリアの祭はこういう感じなの
かと直に感じられ良き思い出になりました。
４）ロータリーの行事参加：
今月は地区の行事であるハイキング週末に参加しました。人生初めてのハイキングは意外にも楽々登れました。また山頂は気候の変動が激しく
体調管理が大変でしたが、各々持ち寄った各国の国旗と共に山頂で写真を撮ったのは印象深いです。またインバウンド達との絆は深く毎日会
いたいと思うぐらいに彼らが恋しくてたまりません。そしてその２週間後にはホストクラブの行事であるクロアチアとのShort time exchangeに
参加しました。クロアチアの現地の高校に2日ほど通いクロアチアのホストファミリーと一緒に過ごしました。クロアチアはクロアチア語で何一
つ理解できませんでしたが、クロアチアでの生活はとても楽しかったです。ダイビングをしたり、
映画を見たり、博物館に行ったりと現地の友達もたくさんできました。何よりクロアチアでは一
回の映画の料金が約250円 くらいでお手頃価格でした。そしてホストマザーが作るご飯が美
味しくて食べすぎたので、オーストリアに戻って運動しようと心に決めました。現地の友達とは
交換短期留学なので彼らがオーストリアに来る時にまた会うことが出来ます。その日が待ち遠
しいです。
５）その他：
最初私にとって英語クラスは英語もドイツ語も学べるなんて一石二鳥じゃないかととても嬉し
かったのですが、いざそのクラスで過ごしてみると自分よりも遥かに高い英語力の授業を理解
できず、またクラスメイトはあまり私に関心がなく、私から話しかけたら応答してくれる程度で
相手から話しかけてくれることはありませんでした。そしてこのクラスで友達ができる気がしま
せんでした。ある授業ではみんなと英語でディスカッションしながら話を進めて行くというもの
があり、私はそれについていけず、それを見計らって声をかけてくれる友達さえいないこのクラ
スがとてもストレスでした。でも行動に移さなきゃ何も変わらないと思い、校長先生に他のクラ
スも体験したいと言ってみると校長先生はすぐに私を受け入れてくれ『他のクラスも体験して、
自分がこのクラスに1年間居たいと思える所に行きなさい』という風に言ってくださいました。

（本来は1年間英語クラスと決まっていて、他のクラスの予定などありませんでした。）正直、英
語もドイツ語も一番両方伸びるのはこのクラスだと明白でしたが、それを我慢したところで一
年の半分以上を占める学校がストレスなのは最適ではないと考えました。私のわがままを聞い
てくださった校長先生には感謝しかありません。今は英語クラスではなく自分が居たいと思え
る他のクラスに出会え、学校の友達もできました。今はそんな学校が楽しいです。行動に移すこ
とで自分から未来が開けるのだと確信できた瞬間でした。

●国際交流委員会　朝日恵子委員長

●「もっと知ろうＳＤＧｓ」セミナー 開催

●派遣学生月例報告書 9 月分

●米山感謝状贈呈
白井靖会員へ、米山感謝状が贈呈されました。

●テーブル紹介

●ローターアクト
1. 清掃活動

2. 報告
第一四半期活動及び現状報告
標記の件につきましてご報告致します。

〈活動〉
令和元年6月に示した「2019年度RAC運営方針」に則り、社会奉仕活動の企画及び実施、企業訪問研修会の計画を行いました。
なお、企業訪問研修会は11月23日（土）に実施することが決定しております。通常例会では、卓話の時間を討論会としても活用
し、受身の姿勢だけではなく各々の知識や考えを発言の中で共有することで会員自身の成長を図っています。

〈運営〉
前年度の振り返りを行い、充実を図っております。達成できたものとしては「ローターアクトクラブ名義の口座開設」「会長印の
作成」「広報担当の新設」などがあげられます。また、皆様のご理解を賜わり作成した名刺につきましても、他団体や他エリアの
アクトクラブとの交流会などで活用させて頂きました。会員も積極的に挨拶へ伺う姿勢が見受けられ、昨年度とは異なる一体
感を感じることができます。

〈今後について〉
第一四半期を振り返り、「持続可能な運営体制の構築＝持続可能な活動」であると、改めてお伝えする必要があると感じており
ます。ご承知頂いているように、大きな課題の一つが会員の拡充です。現在、手紙等を発信した際に確認できる受取者数が25
名程に対し企業会員が20名程を占めています。その他数名が学生となります。それゆえ、運営幹部に就任される方も企業会員
となり、ご自身の本業とアクトクラブの業務両立が物理的に困難な状況になっております。次年度以降もこのような内訳が続く
のであれば、存続自体が大変難しい状況であります。次年度を含め今後アクトクラブを存続させる為には、ロータリアンの皆様
の社員様をはじめご関係者様の参加、地元学生の参加など本業の中にアクトクラブの業務を織り交ぜ、アクトクラブの活動に
意義を感じる事ができる環境にいらっしゃる方の参加が必要不可欠であり、同時に強くお願いする所存です。

●ロータリー財団部門セミナー

Cテーブル
Eテーブル

卓話でお話下さいました河上伸之輔さんの
セミナーが、13：50よりメディアセブンプレ
ゼンテーションスタジオ（キュポラ7F）にて
ありました。

卓話︓蓮見孝子会員／岩井光竜会員

会報担当　大竹委員長

10月31日　定例会
会場／そごう川口店ダリアルーム
点鐘／12 : 30

10月24日　世界ポリオデー
会場／川口駅デッキ
時間／18 : 00～19︓00

世界ポリオデー

あいさつ
渡部　行光
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